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背景

 近年、子どもが心の問題を持っていると思われた
場合に、どこに相談してよいかわからない、また
軽度の問題ながら専門病院を受診している、等の
問題があることが指摘されている。

 欧米においても子どもの心の問題に関して、その
サービスを提供する施設の利用において障壁（バ
リアー）があることが報告されている (Owens et 
al., 2002)。

 そこで、本研究の目的は、心の問題を持っている
と思われる子どもがどのような過程で心の診療に
たどり着いているのかを把握し、保護者が現在の
子どもの心の診療体制にどのような認識を持って
いるのかを調査することである。



仮説

患者が、どこに相談してよいかわからな
いことが問題となっている。

相談をうける教育・保健・福祉機関と、
医療機関との連携がうまくいっていない
ことが問題となっている。

軽度の問題でも子どもの心の問題に関す
る専門病院を受診している。



方法

全国における子どもの心の問題に関する
専門病院（N=16)を受診した患者およびそ
の家族に対し、質問紙により調査する。
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